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目のあらい袋に
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初期生育遅延・抑制を防ぐため、浸種・催芽は十分に行う

あみ袋つめ 未消毒種子の浸種期間＝積算温度

１００℃が目安
・水温１０℃の場合・・・約１０日

浸種水温を
１０℃以上に
保つ方法

・催芽器による浸種をおこなう

・気温の低い３～４月上はビニールハウス

内で浸種する（直射日光が当たらない

ようにして、日中は換気状態にする）

・夜間は毛布などをかけて保温する

■薬剤量早見表（例）

種もみをしっかり水に浸けましょう！

（例） 種もみ１ｋｇに対して水４Ｌ

種籾袋は積み重ねません。

(例)種もみ１ｋｇ
に対して

希釈薬液２Ｌ

種もみの量 1 kg 4 kg 8 kg 20 kg

水の量 2 L 8 L 16 L 40 L

テクリードCフロアブル（200倍） 10 ml 40 ml 80 ml 200 ml
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適正な
育苗管理に
努める

催芽を均一に揃える
ため、催芽の温度は
２８℃を守る

風
乾
し
な
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種子袋を
ゆすりながら
希釈薬液に浸す

種もみ消毒

テクリードＣ
２００倍液
２４時間浸漬 水

交

換

浸漬中も1～2回
種子袋を上下左右
にゆすり､薬液を
種もみ全体に行き
渡らせます

水中催芽では、
水を交換してから
加温スタートする

希釈薬液を捨て、
新しい水に換える
『水量を倍増』

注１：発芽揃いを良くするため、浸種期間を充分に確保しましょう。
注２：ハト胸催芽機やエアレーション付きの水槽などで浸種すると、水面縁に

黒色の粘着物が徐々に蓄積していきますので、こまめにふき取るなどしてください。

・気温が高く15℃以上の水温が続く場合は、

日中に水替えをして水温を下げます。


